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【目的】 

当院では以前からピロー付き回路を使用し、ピローの状態によって透析中の脱血状態を把握

していた。DCS-100NX の自動化に伴い透析回路をピローの無いものに変更した。その為、

DCS-100NX を使用する患者の透析中の脱血状態を把握することが出来ていなかった。そこ

で、動脈チャンバーの引込長さ(mm)を脱血の判断材料の一つとして使用できないか検討し

た。 

 

【対象・方法】 

対象は、慢性維持透析患者 153 名。設定血流量を 100～250ml/min の 7 段階に設定し、それ

ぞれの引込長さ(mm)とニプロ社製透析ﾓﾆﾀｰ HD02 を用いて実血流量(ml/min)を測定した。ま

た、引込長さから導き出せる実血流量の計算値を算出した。そして、HD02 による実血流量の

測定値と引込長さから導き出せる計算値による実血流量に相関があるか検討した。また、引

込長さによって実血流量を推測できるか検討した。 

 

【結果】 

測定値と計算値による実血流量において Y=0.9503X+6.57（r=0.99、ｐ<0.001）となり、強い相関

を認めた。また、引込長さと設定血流量に対する実血流量の割合は 16G 針使用で

Y=-0.1422X+98.107（r=-0.89、ｐ<0.001）、17G 針使用で Y=-0.1443X+98.141（r=0.91、ｐ<0.001）

という関係式で推測できた。 

 

【考察・まとめ】 

本研究によって、動脈チャンバーの引込長さを測定することは実血流量を把握するのに

有効と思われる。有用な視覚的データはすべてのスタッフが個人差無く評価できる。 


